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巻 頭 言

小学校（中学校）学習指導要領解説総則編（平成29年７月）では、「『社会に開か

れた教育課程』の実現を目指すこと」が示され、私たち大人が社会の変化や子供たち

の状況を共有し、連携して教育活動を推進することが求められています。

令和２年２月の新型コロナウイルス感染症の発生から３年が経過しました。感染拡

大の波が幾度となく押し寄せるたびに、各教育委員会や学校は対応に追われたことと

思います。学校を訪問するたび、児童生徒の安心・安全を確保することを第一に考え、

工夫して学校運営をされている姿をいつも目にしました。

一方、GIGAスクール構想により、令和３年度には児童生徒の手元に１人１台端末

が整備されました。さらには、令和４年３月に静岡県から示された「ふじのくに『有

徳の人』づくり大綱」では、「『誰一人取り残さない教育の実現』に全県を挙げて取り

組んでいくことが重要」とされています。

各学校で取り組みに違いはあるものの、児童生徒の多様な特性や学習状況等に応じ

て学習教材や活動内容を工夫するとともに、1人1台端末を活用しながら「主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」を推進してきました。こうした積極的な

実践の積み重ねによって、多様な子供たちの個別最適化された学びや創造性を育む学

びが寄与され、子供たちの可能性は大きく広がっていくものと思います。

そのような状況の中、本年度の全国学力・学習状況調査では、４年ぶりに理科が実

施されました。小学校理科の調査問題には、タブレット型端末で観察記録をする場面

設定があり、中学校理科には、タブレット型端末のタッチパネルの反応について科学

的に探究する学習場面が設定されていました。いずれも、１人１台端末を学習ツール

として日常的に活用することを推進する文部科学省から発せられたメッセージと捉

えることができるものでした。

静岡県教育委員会では昨年度から、「GIGAスクール構想（１人１台端末）下におけ

る『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」調査研究事業を行ってお

ります。本報告書には、県内5校の調査研究推進校の実績報告書がまとめられていま

す。記載されている授業改善例や1人1台端末を活用した実践等を参考にしながら、

各学校において ICTを効果的に活用した授業改善を推進してくだされば幸いです。

本報告書が、静岡県の子供たち一人一人の成長のために生かされることを願うばか

りです。

静岡県学力向上推進協議会

会長 村山 功



学力向上推進協議会報告書について

１ 本報告書発行の意義

本報告書は、静岡県の学力向上推進事業について、主に以下の３点を報告するとともに、

静岡県内の学力向上に係る取組を広く周知することで、各学校において学校改善・授業改

善を促すことを目途にしている。

・令和４年度全国学力・学習状況調査の概要

・令和４年度全国学力・学習状況調査の各教科、児童生徒質問紙及び学校質問紙の分

析と授業改善案

・調査研究事業における調査研究推進校及び調査研究推進地区教育委員会の取組

２ 学力向上推進事業における取組の検証について

学力向上推進事業における取組（全国学力・学習状況調査分析会、調査研究事業等）

を学力向上推進協議会で協議し、検証を行った。

本報告書の中には、全国学力・学習状況調査の分析と授業改善案、調査研究推進校及

び調査研究推進地区教育委員会の取組が報告されているが、いずれも学力向上推進協議

会で協議・検証された内容となっている。

令和４年度学力向上推進事業スキーム（全体構想図）
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１ 令和４年度全国学力・学習状況調査について

(1) 調査の目的

文部科学省では、平成19年度から開始した全国学力・学習状況調査（以下、本調査）

の目的を、次のように掲げている。

本調査は、実施要領に示されているとおり、「測定できるのは学力の特定の一部分では

ある」が、児童生徒の学力の３要素が確かに身に付いているかを把握するために客観性の

高い重要な調査と言える。

(2) 調査実施日・実施学校数・実施人数（政令市、特別支援学校を含む）

実施日 令和４年４月19日（火）

実施学校数・人数 小学校 493校 児童数（６年）29,163人

中学校 251校 生徒数（３年）27,359人

(3) 調査内容

ア 教科に関する調査

小学校：国語、算数、理科 中学校：国語、数学、理科

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

(ｱ) 児童生徒に対する調査 … 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等

(ｲ) 学校に対する調査 … 指導方法、人的・物的な教育条件の整備の状況等

(4) 調査結果の概要

ア 学力に関する調査（教科ごとの平均正答率 単位：％）

区 分
小学校

区 分
中学校

静岡県 全 国 静岡県 全 国

国 語 ６６.２ ６５.６ 国 語 ７０.１ ６９.０

算 数 ６２.６ ６３.２ 数 学 ５３.９ ５１.４

理 科 ６２.１ ６３.３ 理 科 ５１.６ ４９.３

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図

るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に

役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善

サイクルを確立する。
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イ 学習状況に関する調査

(ｱ) 児童生徒質問紙調査の主な結果（肯定的な回答の割合 単位は％）

質問項目
小学校 中学校

静岡県 全国比 静岡県 全国比

７ 自分には、よいところがあると思います

か
81.6 +2.3 79.3 +0.8

９ 将来の夢や目標を持っていますか 81.5 +1.7 68.0 +0.7

13 いじめは、どんな理由があってもいけな

いことだと思いますか
96.9 +0.1 96.1 -0.3

17 自分と違う意見について考えるのは楽し

いと思いますか
76.7 +3.2 78.7 +1.8

20 家で自分で計画を立てて勉強しています

か （学校の授業の予習や復習を含む）
72.7 +1.6 55.8 -2.7

29 今住んでいる地域の行事に参加していま

すか
61.9 +9.2 56.0 +16.0

30 地域や社会をよくするために何をするべ

きかを考えることがありますか
51.7 +0.4 43.2 +2.5

32 ５年生[１、２年生]までに受けた授業で，

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの

程度使用しましたか（週１回以上の割合）

86.6 +3.4 87.0 +6.4

33学校で，授業中に自分で調べる場面で，Ｐ

Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの程

度使っていますか（週1回以上の割合）

80.1 +4.0 81.8 +10.1

34 学校で，学級の友達と意見を交換する場

面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，

どの程度使っていますか（週 1回以上の割

合）

55.9 +6.5 52.9 +9.4

35学校で，自分の考えをまとめ，発表する場

面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，

どの程度使っていますか（週 1回以上の割

合）

50.4 +5.2 42.0 +6.7

36 学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣ

Ｔ機器を使うのは勉強の役に立つと思いま

すか

95.2 +0.8 94.2 +1.6

43 学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て，自分の考えを深めたり，広げたりするこ

とができていますか

80.7 +0.6 80.8 +2.1
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(ｲ) 学校質問紙調査の主な結果

※質問項目の[ ]内は、中学校への質問（肯定的な回答の割合 単位は％）

質問項目
小学校 中学校

静岡県 全国比 静岡県 全国比

８ 調査対象学年の児童[生徒]に対して，前
年度までに，将来就きたい仕事や夢について
考えさせる指導をしましたか

74.8 -9.8 97.6 -0.9

10 学校生活の中で、児童[生徒]一人一人の
よい点や可能性を見付け、評価する（褒める
など）取組を行いましたか

99.0 +0.3 98.8 +0.7

16 指導計画の作成に当たっては、各教科等
の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育
目標を踏まえた横断的な視点で、その目標の
達成に必要な教育の内容を組織的に配列し
ていますか

94.3 -0.5 89.6 -1.7

17 児童[生徒]の姿や地域の現状等に関する
調査や各種データ等に基づき、教育課程を編
成し、実施し、評価して改善を図る一連の
PDCA サイクルを確立していますか

98.4 +4.2 99.2 +5.9

18 指導計画の作成に当たっては、教育内容
と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
地域等の外部の資源を含めて活用しながら
効果的に組み合わせていますか

94.6 +2.3 88.0 +5.7

23 児童[生徒]は、授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組むこと
ができていると思いますか

84.7 -2.5 87.2 -0.7

35 調査対象学年の児童[生徒]に対して，学
級活動の授業を通して，今，努力すべきこと
を学級での話合いを生かして，一人一人の児
童[生徒]が意思決定できるような指導を行
っていますか

93.1 +0.5 90.7 -1.0

56 前年度に、教員が大型提示装置（プロジ
ェクター、電子黒板等）等のICTを活用した
授業を１クラスあたりどの程度行いました
か（週１回以上の割合）

95.9 +0.1 96.0 +0.1

69 前年度までに、近隣等の中学校[小学校]
と、教科の教育課程の持続や、教科に関する
共通の目標設定など、教育課程に関する共通
の取組を行いましたか

68.3 +15.6 77.1 +16.0

70 前年度までに、近隣等の中学校[小学校]
と、研究授業を行うなど、合同して研修を行
いましたか

60.8 +12.6 74.6 +16.6

73 教育課程の趣旨について，家庭や地域と
の共有を図る取組を行っていますか

90.5 +8.5 86.4 +6.7
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２ 調査問題及び結果の分析
(1) 各教科の観点別平均正答率等

4
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(2) 調査問題の概要及び結果の状況と授業改善に向けて

【小学校国語】

１ 調査問題の概要及び結果の状況

小学校国語は、「知識及び技能」の「言葉の特徴や使い方に関する事項」から５問、「我

が国の言語文化に関する事項」から１問、「思考力，判断力，表現力等」の「Ａ 話すこと・

聞くこと」から２問、「Ｂ 書くこと」から２問、「Ｃ 読むこと」から４問、計14問が

出題された。また、出題形式は選択式が８問、短答式が３問、記述式が３問であった。

結果は、学習指導要領の内容のすべての領域等において、全国の平均正答率以上だった。

しかし、「書くこと」については課題が見られた。

２ 設問別正答率の状況

縦軸 静岡県の平均正答率から全国の平均正答率を引いた値

横軸 静岡県の平均正答率

３ 課題の見られた問題

１四 「思考力，判断力，表現力等」の「Ａ 話すこと・聞くこと」（記述式）

３二 「思考力，判断力，表現力等」の「Ｂ 書くこと」（記述式）

３三イ 「知識及び技能」（短答式）

問題番号
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

１四

[Ａ]
50.5 47.7

「ごみ拾い」か「花植え」かのど
ちらかを選んで， で
どのように話すかを書く

互いの立場や意図を明確にし
ながら計画的に話し合い，自分
の考えをまとめる

３二

[Ｂ]
39.8 37.7

【伝え合いの様子の一部】を基
に，【文章２】のよさを書く

文章に対する感想や意見を伝
え合い，自分の文章のよいとこ
ろを見付ける

３三イ

[(1)]
59.9 58.7

【文章２】の中の 部イを，
漢字を使って書き直す（はんせ
い）

学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を文の中で正しく使
う

-2

-1

0

1

2

3

4

0 20 40 60 80 100

散布図【小学校国語】

３三イ

３二

１四
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４ 授業改善に向けて

学習指導では、伝え合う経験を積み重ねていくことで、自分の文章のよいところを見付け

たり、それを言葉で表したりすることが大切である。自分が書いた目的や意図を相手に伝え

たり、感想や意見を具体的に伝え合ったりすることができるように指導すると効果的である。

低学年から、自分の文章のよいところを見付ける経験を重ねることができる授業づくりをす

る必要がある。

伝え合いでは、書き手の目的や意図を互いが共通理解することで、目的や意図に応じた文

章の構成や展開になっているかを判断することができ、よさを見付けやすくなる。しかし、

よいところを見付けるためには、場を設定するだけではなく、伝え合いの様子がうまくいく

ように、子供の実態を見取って指導に生かす必要がある。

例えば、書き手が目的に応じて工夫したところを伝えきれていないことに気付いた場合は、

文章や構成を変更した理由を教師が尋ねるなど、書き手が思いを表出したり、工夫やよさに

気付いたりできる働きかけが大切である。そうすることで、自分の文章のよいところが明確

になる。

国語科の授業において、資質・能力を育成するために、自分の思いや考えを正確に伝える

ための目的を明確にして、自分が書いた文章を読み返したり、互いに読み合ったりする必要

感のある学習活動を、単元構想の中に意図的に設定することが重要である。その中で、子供

が自分の文章を振り返ることを意識するように指導することも大切である。
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【中学校国語】

１ 調査問題の概要及び結果の状況

中学校国語は、領域等の「言葉の特徴や使い方に関する事項」から６問、「情報の扱い方

に関する事項」から１問、「我が国の言語文化に関する事項」から３問、「Ａ 話すこと・

聞くこと」から３問、「Ｂ 書くこと」から１問、「Ｃ 読むこと」から２問が出題された。

（内２問は２領域等を兼ねた問題）また、出題形式は選択式が６問、短答式が５問、記述式

が３問の計14問であった。

結果は、すべての領域等で全国の平均正答率を上回った。しかし、「知識及び技能」や「Ｂ

書くこと」にやや課題が見られた。

２ 設問別正答率の状況

縦軸 静岡県の平均正答率から全国の平均正答率を引いた値

横軸 静岡県の平均正答率

３ 課題の見られた問題

２三 「知識及び技能」の「情報の扱い方に関する事項」、「思考力，判断力，表現力

等」の「書くこと」（記述式）

４一 「知識及び技能」の「我が国の言語文化に関する事項」（選択式）

問題番号
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

２三

[(2)･Ｂ]
48.3 46.5

農林水産省のウェブページにあ
る資料の一部から必要な情報を
引用し，意見文の下書きにスマ
ート農業の効果を書き加える

自分の考えが伝わる文章にな
るように，根拠を明確にして書
く

４一

[(3)]
38.7 39.4

行書の特徴を踏まえた書き方に
ついて説明したものとして適切
なものを選択する

行書の特徴を理解する
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散布図【中学校国語】

４一

２三
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４ 授業改善に向けて

自分の考えが伝わる文章を書くためには、根拠を明確にすることが大切であるが、根拠を

見付けることはできても、適切な引用方法を理解できていない生徒がいることが分かった。

適切な根拠を引用という形で示すことで、自分の考えをはっきりさせたり、考えに説得力を

もたせたりすることに気付かせる学習活動を行う必要がある。

しかし、単にかぎかっこを付けるなど、引用の仕方だけを指導するのでは、生きて働く「知

識及び技能」にはならない。引用の仕方はもちろん、意見文を書く上で、引用がどのような

効果をもたらすか、子供が理解できるように指導することが重要である。授業では、自分の

考えが伝わる文章を書く中で、正しく引用することの効果を実感できる学習活動を単元の中

に意図的に設定する必要がある。情報を収集して整理する場面では、ICTの活用も効果的で

あり、著作権等についても触れておくことによって他教科での学びにもつながる。また、子

供たちの対話の中で、目的を意識したやりとりが見られるような授業づくりを心掛けること

が重要である。

国語科の授業において、生きて働く「知識及び技能」の育成に向けては、活用する場面を

単元や授業の中で意図的に設定し、「思考力，判断力,表現力等」の指導事項と関連を図りな

がら、螺旋的・反復的な学習活動を繰り返し行うことが大切である。

9



【小学校算数】

１ 調査問題及び結果の状況

小学校算数は、領域の「Ａ 数と計算」から６問、「Ｂ 図形」から４問、「Ｃ 変化と

関係」から４問、「Ｄ データの活用」から３問の、計16問（内１問はＡとＤを兼ねた問

題）が出題された。また、出題形式は選択式が６問、短答式が６問、記述式が４問であった。

結果は、「Ａ数と計算」領域で全国の平均正答率と同率だった。一方、「Ｂ 図形」「Ｃ

変化と関係」領域においては、課題が見られた。

２ 設問別正答率の状況

縦軸 静岡県の平均正答率から全国の平均正答率を引いた値

横軸 静岡県の平均正答率

３ 課題の見られた問題

１（４） 「Ａ 数と計算」（選択式）

２（３） 「Ｃ 変化と関係」（選択式）

４（１） 「Ｂ 図形」（記述式）

問題番号
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

１（４）

[Ａ]
36.4 34.8

８５×２１の答えが１４７０
より必ず大きくなることを判
断するための数の処理の仕方
を選ぶ

示された場面において，目
的に合った数の処理の仕方
を考察できる

２（３）

[Ｃ]
20.2 21.4

果汁が含まれている飲み物の
量を半分にしたときの，果汁
の割合について正しいものを
選ぶ

示された場面のように，数
量が変わっても割合は変わ
らないことを理解している

４（１）

[Ｂ]
46.8 48.8

示されたプログラムについ
て，正三角形をかくことがで
きる正しいプログラムに書き
直す

正三角形の意味や性質を基
に，回転の大きさとしての
角の大きさに着目し，正三
角形の構成の仕方について
考察し，記述できる
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散布図【小学校算数】

２（３）

４（１）

１（４）
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４ 授業改善に向けて

飲み物の量が1/2になったとき、果汁の割合がどうなるかをきいた問題に対して、飲み物

の量と同様に果汁の割合も1/2 になると誤って捉えている児童が多くいたと考えることが

できる。

学習指導に当たっては、日常の具体的な場面に対応させながら、例えば、果汁が含まれて

いる飲み物を二つに等しく分けても、飲み物の濃さは変わらないという生活経験を想起しな

がら、飲み物の量に対する果汁の量の割合は変わらないと判断する学習活動が考えられる。

その際、生活経験を基にした判断と、飲み物の量に対する果汁の量の割合を計算で求めた結

果を、関連付けて考えることができるようにすることが大切である。
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【中学校数学】

１ 調査問題及び結果の状況

中学校数学は、領域の「Ａ 数と式」から５問、「Ｂ 図形」から３問、「Ｃ 関数」か

ら３問、「Ｄ データの活用」から３問の、計14問が出題された。また、出題形式は選択

式が４問、短答式が５問、記述式が５問であった。

結果は、「Ａ 数と式」「Ｂ 図形」「Ｄ データの活用」の３領域で全国の平均正答率

を上回った。一方、「Ｃ 関数」領域においては、課題が見られた。

２ 設問別正答率の状況

縦軸 静岡県の平均正答率から全国の平均正答率を引いた値

横軸 静岡県の平均正答率

３ 課題の見られた問題

４ 「Ｃ 関数」（選択式）

８（１） 「Ｃ 関数」（短答式）

８（２） 「Ｃ 関数」（記述式）

問題番号
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

４

[Ｃ]
36.6 37.9

変化の割合が２である一次関数
の関係を表した表を選ぶ

一次関数の変化の割合の意味
を理解している

８（１）

[Ｃ]
53.6 54.6

与えられたグラフにおいて，点
Ｅの座標を書く

与えられた表やグラフから，必
要な情報を適切に読み取るこ
とができる

８（２）

[Ｃ]
37.2 38.4

目標の３００ｋｇを達成するま
での日数を求める方法を説明す
る

事象を数学的に解釈し，問題解
決の方法を数学的に説明する
ことができる
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散布図【中学校数学】

８（１）８（２）４
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４ 授業改善に向けて

二酸化炭素削減量の合計の記録のグラフにおいて、目標の300kg 削減を達成できるのが、

およそ何日目になるかを求める方法をきかれた問題で課題が見られた。解答する際に、直線

のグラフを用いることは記述しているが、その用い方として、座標平面上でｙ座標が300の

ときのｘ座標を読み取ることを明示して説明することができず、正答の条件を満たすことが

できなかったと考えられる。

学習指導に当たっては、数学を活用して解決する際に、問題解決の方法に焦点を当て、例

えば、表、式、グラフなどの「用いるもの」と、それらを問題解決するためにどう用いたか

といった「用い方」について考え、説明できるように指導することが大切である。授業では、

300kg 削減が達成できるのは何日目かを求める方法について、「y＝300のときのｘ座標を読

む」や「y＝300を代入しｘの値を求める」などと説明する場面を設定することが重要である。

その際、そのときに用いた方法について、「用いるもの」や「用い方」のいずれか一方の説

明にとどまらず、「用いるもの」とその「用い方」の両方を指摘し、的確に説明できるよう

に指導することが大切である。

資質・能力の育成に向けて、問題解決の方法を数学的に説明する活動を充実させることが

大切である。また、子供同士で考えを深めている姿がたくさん見られるような授業づくりを

心掛けることが重要である。
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【小学校理科】

１ 調査問題及び結果の状況

小学校理科は、「エネルギー」を柱とする領域から４問、「粒子」を柱とする領域から５

問、「生命」を柱とする領域から５問、「地球」を柱とする領域から５問が出題された。ま

た、出題形式は選択式が11問、短答式が３問、記述式が３問の計17問であった。

結果は、全４領域で全国の平均正答率を下回った。特に、「粒子」を柱とする領域と「エ

ネルギー」を柱とする領域において課題が見られた。

２ 設問別正答率の状況

縦軸 静岡県の平均正答率から全国の平均正答率を引いた値

横軸 静岡県の平均正答率

３ 課題の見られた問題

２（１） 「粒子」を柱とする領域（短答式）

２（４） 「粒子」を柱とする領域（記述式）

３（１） 「エネルギー」を柱とする領域（選択式）

３（４） 「エネルギー」を柱とする領域（記述式）

問題番号
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

２（１）

[粒子]
59.7 67.8

一定量の液体の体積を適切には
かり取る器具の名称を書く

メスシリンダーという器具を
理解している

２（４）

[粒子]
38.1 39.3

凍った水溶液について，試して
みたいことを基に，見いだされ
た問題を書く

自然の事物・現象から得た情報
を，他者の気付きの視点で分析
して，解釈し，自分の考えをも
ち，その内容を記述できる

３（１）

[ｴﾈﾙｷﾞｰ]
27.9 27.8

光の性質を基に，鏡を操作して，
指定した的に反射させた日光を
当てることができる人を選ぶ

日光は直進することを理解し
ている

３（４）

[ｴﾈﾙｷﾞｰ]
32.7 35.1

問題に対するまとめから，その
根拠を実験の結果を基にして書
く

実験で得た結果を，問題の視点
で分析して，解釈し，自分の考
えをもち，その内容を記述でき
る
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散布図【小学校理科】

２（４）

３（１）

２（１）

３（４）
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４ 授業改善に向けて

水を凍らせた物と砂糖水を凍らせた物を紅茶に入れて、入れたものが浮くかどうかを調べ

る実験の後、他者の気付きを基に新たに見出した問題を答えることに課題が見られた。自然

の事物・現象から得た情報を他者の気付きの視点で分析して解釈し、自分の考えをもち、そ

の内容を記述することができていないと考えられる。

学習指導に当たっては、自然の事物・現象に働きかけて得た事実について話し合う中で、

自分や他者の気付きを捉え、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす場面を設定するこ

とが大切である。

資質・能力の育成に向けて、既習の内容（知識及び技能）や生活経験を相互に関連付け、

対話を通して気付いたことを出し合い、差異点や共通点を整理し、他者の気付きを生かしな

がら、解決できる問題を見いだすことが大切である。児童の気付きや疑問が、観察、実験な

どを通して解決できる問題となるよう、何をどのように調べていくのかについてを明確にし

て、授業をつくることが重要である。
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【中学校理科】

１ 調査問題及び結果の状況

中学校理科は、「エネルギー」を柱とする領域から６問、「粒子」を柱とする領域から５

問、「生命」を柱とする領域から５問、「地球」を柱とする領域から６問が出題された。（内

１問は２領域を兼ねた問題）また、出題形式は選択式が15問、短答式が１問、記述式が５

問の計21問であった。

結果は、全ての領域で全国の平均正答率を上回った。特に、「粒子」を柱とする領域、「生

命」を柱とする領域、「地球」を柱とする領域の平均正答率は、全国の平均正答率と比較し

て高かった。

２ 設問別正答率の状況

縦軸 静岡県の平均正答率から全国の平均正答率を引いた値

横軸 静岡県の平均正答率

３ 課題の見られた問題

５（１） 「エネルギー」を柱とする領域（選択式）

５（３） 「エネルギー」を柱とする領域（記述式）

問題番号
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

５（１）

[ｴﾈﾙｷﾞｰ]
17.3 15.3

おもりに働く重力とつり合う力
の矢印を選択し，その力につい
て説明する

力の働きに関する知識及び技
能を活用して，物体に働く重力
とつり合う力を矢印で表し，そ
の力を説明できるかどうかを
みる

５（３）

[ｴﾈﾙｷﾞｰ]
44.5 43.3

考察の妥当性を高めるために,
測定する範囲と刻み幅をどのよ
うに調整して測定点を増やすか
を説明する

考察の妥当性を高めるために,
測定値の増やし方について,測
定する範囲と刻み幅の視点か
ら実験の計画を検討して改善
できるかどうかをみる
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散布図【中学校理科】

５（１）

５（３）

16



４ 授業改善に向けて

実験によって得られた結果のグラフについて、グループで個人の考察を検討している場面

で、考察の妥当性を高めるために、実験計画を振り返り、改善する方法をみる問題で課題が

見られた。

実験による測定値が足りず、実験方法を見直すことが必要だと考えられる場面で、実験結

果を基に振り返っているものの、考察の妥当性を高めるために適切な方法を検討・改善して

いないと考えられる解答類型があった。このような生徒には、状況を理解して方法を見直す

ように、視点を与えて支援してくことが必要である。また、生徒たちが普段の授業の中で、

結果の妥当性を検討・改善する経験を繰り返し行うことが重要である。

学習指導に当たっては、生徒自らが改善点を明確にし、実験の計画を検討して改善できる

授業場面を設定することが大切である。このような学習場面を設定することで、粘り強く試

行錯誤したり、自らの学習を調整したりする生徒の姿から、主体的に学習に取り組む態度の

学習評価に生かすことも考えられる。

資質・能力の育成に向けて、探究の過程において、自らの学びを一方向ではなく、必要な

場面で見通したり振り返ったりを繰り返しながら、多面的に考え、探究の過程を調整するこ

とが大切である。それが、科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することにつな

がる。
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(4) 質問紙の結果分析

○学力調査と学習状況調査のクロス集計から、基本的な生活習慣と教科に関する調査結

果には、一定の相関関係があることが明らかとなった。

・朝食を毎日食べていますか。

Ａ：している Ｂ：どちらかといえば、している Ｃ：あまりしていない Ｄ：全くしていない

・毎日、おなじくらいの時刻に起きていますか

Ａ：している Ｂ：どちらかといえば、している Ｃ：あまりしていない Ｄ：全くしていない

○学力調査と学習状況調査のクロス集計から、先生方の児童生徒への関わり方と学力調

査の結果には、一定の相関関係が見られる。

・先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

Ａ：当てはまる Ｂ：どちらかといえば、当てはまる Ｃ：どちらかといえば、当てはまらない Ｄ：当てはまらない
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○ＩＣＴ活用は、全国と比較して進んでおり、各学校では授業の様々な場面で、積極的

な活用を進めている。

・学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの

程度使っていますか（インターネット検索など）

（単位％） 【小学校】 【中学校】

・学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

どの程度使っていますか

（単位％） 【小学校】 【中学校】

○ＩＣＴ活用の質問項目と学力調査の結果のクロス集計では、明確な相関関係は見られ

なかった。今後、ＩＣＴ活用を進めるに当たり、授業における活用の結果、各教科で

育成を目指す資質・能力が確実に育まれるよう、授業構想（単元構想）を工夫する必

要がある。

・学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの

程度使っていますか（インターネット検索など）

Ａ：ほぼ毎日 Ｂ：週３回以上 Ｃ：週１回以上 Ｄ：月１回以上 Ｅ：月１回未満

ほぼ

毎日

週３回

以上

週１回

以上

ほぼ

毎日

週３回

以上

週１回

以上

静岡県（公立） 15.1 31.8 33.2 18.2 30.5 33.1

全国（公立） 14.3 29.6 32.2 12.3 24.9 34.5

全国との差 +0.8 +2.2 +1.0 +5.9 +5.6 -1.4

ほぼ

毎日

週３回

以上

週１回

以上

ほぼ

毎日

週３回

以上

週１回

以上

静岡県（公立） 7.0 18.9 30.0 7.4 17.5 28.0

全国（公立） 6.4 16.1 26.9 5.0 12.8 25.7

全国との差 +0.6 +2.8 +3.1 +2.4 +4.7 +2.3
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小学校 国語
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中学校 数学
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